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示した． また， 実際にCONを作成し， 設計時の性能が
得られていることを確認した．











Coupling Decoupling Network）が必要であり， いくつか
のCDNが実用化されている［3］. しかし， 通信線に対す
る妨害波印加に使用するCDNについては， 試験周波数










図 1 に， CONを使用した通信線伝導イミュニティ試




CONに要求される条件を表 1 [1］， 表 2 に示す． ここ
で， 表lに示すコモンモ ー ドインピ ー ダンスの要求条
件は， 実際の通信線と大地聞のコモンモー ドインピ ー
ダンスを模擬し， 試験結果の再現性を確保するための





EUTから見たコモンモー ドインピ ー ダンスの値が変化
しないようにするための条件である． 挿入損失は試験
中のEUTに通常動作をさせるための条件であり， 不平











Fig. I Conducted immunity 臨st setup using CON. 
表I CDNが満足すべき特性
Table I Requirement of CON. 
周波数 ｜要求条件
コモンモ－ F F何回z-26MHzl 150 ±20!} 
インピ ー ダンス1 I 4仙
（絶対値〉 ｜
お阻z- 80 MHzl 150 （；；同
表2 CONに求められる特性
Table 2 Characteristics田quired for CON. 
周波数 要求条件
結合係数 150 kHz - 80 MHz < 2c!B 
150 kHz -26 MHz > 20dB 
減結合係数 26 MHz - 80 MHz >40dB 
挿入損失
300 Hz - 10 kHz (600 Q) < 2dB 
200 Hz - 10 MHz < 100 Q) < 6c!B 
!MHz > 50c!B 
1正工
10MHz > 35c!B 
最大入力電圧 0.15- 80MHz SOY 















コモンモ ー ドインピ ー ダンス特性と挿入損失は相反す
る特性である． 挿入損失を小さくするためには心線開
のインピ ー ダンスを大きくする必要があるが，そうす
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図2 放送送信所近傍での誘導電圧測定値






3.1 回路パラメ ー タの決定
以下に，CDNの各素子の値の決定法を示す．
図3のRは以下の式によって表される．
R=N(Z c -R s ) 
ここで，Nは通信ポ ー トの数，Z'cは通信線 2こアー




モンモー ドインピ ー ダンスZとは以下の式で表される．
Z- = 1..( R + ___L_ \ +R-- 1v1 jwCJ " 
ここで， ωは角周波数であり，式（2）によれば，i
は150kHz ～ 80MHzの範囲で＇150kHz において最大 ε
る． この周波数において，Rとして式（1）で求めた値
用いたときの，Cを変化したときのコモンモ ー ドポ
ピ ー ダンスの偏差（IZc-Z ’cl)を図失に示す． ポ ＿ .＜
2, 4, 8について計算を行った． 図より，コ を
手
図3 新しい8線用結合減結合回路





























図4 C変化に対する挿入損失，インピ ー ダンス変
Fig; 4 Insertion loss aud impedan由化viation due to capa, 
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図5 1対の通信線の等価回路
Fig. 5 Eqmvalent circuit of a pair-line. 
図6 IZLIの決定
Fig. 6 IZcl , decoupling factor due to ZL 手150 kHz). 
ここで，ZLはコモンモ ー ドチョ ー クコイルのイン
ピ ー ダンスである．図3に示す回路の場合，IZclは150
kHz において最大となり，この周波数におけるIZLIとIZcl





















































以上より，コモンモー ドインピ ー ダンスZc と挿入損
失Lossが表I，表2の条件を満足するためには，Cは8
nF以上SOnF以下で、ある必要がある．


















Zハ= N Z/ X a 
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X =R+NR＂ ・a ， ’ 
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表3 2W, 4W, 8WCDNの特性測定例
Table 3 Measured characteristics of 2W, 4W, and 8W CON. 
I郎元正1胆
周波数 2線用 4線用 8線用
150 kHz- 26 MHz 150(
+0 )Q 150( +o )Q 150 （ー�
り
2
).Q -13 -11 
コモンモー ド 150 ( + O泊 150 ( + O ).Q 150( 
+o
泊インピ ー ダンス 26 MHz - 80 MHz -25 -32 -40 
（絶対値） 計算債IAEポ ー ト開放 150 .85 n 150.22'1 150.05'1 
(150凶z) I 姐ポ ー ト短絡 151.06 Q 150.31 Q 150.09 Q 
結合係数 150 kHz - 80 MHz <0.8dB <0.8dB < 1.7 dB 
150 kHz - 26 MHz > 3ldB > 38dB > 29dB 
減結合係数 2厄MHz-SOMHz > 50dB > 53dB >46dB 
計算値（150 凶z) 35.1 dB 35.1 dB 35.1 dB 
挿入損失
300 Hz -10 kHz (600 Q) <0.1 dB <O.l dB <0.1 dB 
200 Hz-10 MHz(liO Q) <4.8dB <4.5 dB <5dB 
計算値（刷Q、lOkHz) 1.15 dB 1.43 dB 1.20 dB 
1MHz 64dB 65dB 67dB 
LCL 10MHz 52dB 52dB 57dB 
IZLIは150 kHzで2k0以上となる．この場合， コ モン














3..で求めたパラメ ー タから2, 4, 8線用のCDNを
作成し，その特性を測定した．ここで，Cは33 nFと









150kHzにおける コ モンモ ー ドインピ ー ダンスの偏差
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